
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内燃機関に所要量の燃料を噴射するために電磁コイルおよびバネにより開閉駆動される弁
体を有するインジェクタと、
前記インジェクタから噴射される燃料の燃圧を調整する燃圧レギュレータ手段と、
前記インジェクタの弁体を開弁駆動するためのインジェクタ駆動手段と、
前記内燃機関の運転状態を検出する各種センサと、
前記運転状態に応じて前記燃圧レギュレータ手段および前記インジェクタ駆動手段を制御
して、前記運転状態に応じた燃料量を前記インジェクタから噴射させるための噴射制御手
段とを備え、
前記各種センサは、少なくとも前記燃圧を検出する燃圧センサを含み、
前記噴射制御手段は、前記運転状態および前記燃圧に応じて前記電磁コイルの励磁電流お
よび励磁時間を制御して、前記弁体の開弁駆動時間を制御するためのインジェクタ制御部
を含み、
前記インジェクタ制御部は、
前記運転状態に応じた燃料噴射量に対応して前記電磁コイルの励磁時間を設定する噴射タ
イマと、
前記励磁時間の初期に前記電磁コイルに過励磁電流を供給するための過励磁タイマと、
前記燃圧に応じて前記過励磁タイマのカウント初期値を可変設定して、前記過励磁電流が
供給される過励磁期間を調整する過励磁期間制御部とを含み、
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前記過励磁期間制御部は、前記燃圧が高いほど前記過励磁期間が長くなるように、前記励
磁時間よりも短い必要最小限の範囲内で前記過励磁期間を設定することを特徴とする燃料
噴射制御装置。
【請求項２】
前記過励磁期間制御部は、前記電磁コイルが励磁されてから前記インジェクタの弁体が全
開位置まで移動するまでに要する時間に応じて前記過励磁期間を設定することを特徴とす
る請求項１に記載の燃料噴射制御装置。
【請求項３】
前記インジェクタ制御部は、前記過励磁期間の終了後の前記励磁時間にわたって、前記過
励磁電流よりも小さい保持電流を前記電磁コイルに供給することを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の燃料噴射制御装置。
【請求項４】
前記噴射制御手段は、前記燃圧レギュレータ手段の制御目標となる燃圧を演算する燃圧制
御部を含み、
前記燃圧制御部は、前記燃圧センサとして機能し、前記制御目標となる燃圧を前記過励磁
期間制御部に入力することを特徴とする請求項１から請求項３までのいずれかに記載の燃
料噴射制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、インジェクタの噴射燃料の燃圧および弁体の開弁駆動時間を制御して運転状
態に応じた燃料量を内燃機関に供給する燃料噴射制御装置に関し、特にインジェクタの弁
体の開閉時の動作時間を短縮して燃料制御量のダイナミックレンジを拡大させた燃料噴射
制御装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、たとえば筒内噴射式の車両用内燃機関の燃料噴射制御装置においては、特開平
９－２０９８０７号公報などに参照されるように、インジェクタの弁体（電磁弁）が内開
き方式により構成されている。
【０００３】
このように筒内噴射方式の燃料噴射制御装置においては、通常の吸気管噴射方式の場合と
比べて、燃料噴射時期の制約が厳しく、また、良好な混合気を形成するための噴射時間の
制約などが厳しいので、噴射燃料の燃圧を高く設定する必要がある。
【０００４】
また、燃圧を設定する際には、車両の最大負荷時の燃料噴射量（最大噴射量）と、アイド
ル時の成層燃焼運転による最小噴射量とを考慮して、燃料制御量のダイナミックレンジを
確保する必要がある。
【０００５】
燃料制御量のダイナミックレンジを確保するためには、燃圧を可変設定する方法が考えら
れる。
このように燃圧を可変設定する方法は、インジェクタからの燃料噴射時に最適な噴霧状態
を実現するためにも有効と考えられる。
【０００６】
また、上述したように、内開き方式の弁体構成を有するインジェクタを用いた場合、噴射
燃料の燃圧は、弁体を閉弁する方向に作用するので、最大燃圧時に所望の開弁動作ができ
るようにインジェクタの弁体を設計する必要がある。
【０００７】
さらに、インジェクタの噴射パルス時間（弁体の開弁駆動時間）に対する噴射量の直線性
（燃料制御量のダイナミックレンジ）を拡大するためには、インジェクタの弁体のオンオ
フ時の動作時間を短縮して、弁体を高精度に開閉制御する必要がある。
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【０００８】
したがって、インジェクタの弁体開弁（オン）時においては、インジェクタ駆動手段によ
り、インジェクタの弁体駆動用の電磁コイルに所定の過励磁電流を急峻な勾配で供給する
とともに、弁体のオン動作がほぼ完了するまでの期間にわたって、過励磁電流の供給を確
保する必要がある。
【０００９】
一方、弁体のオン動作が完了した後は、電磁コイルの電磁的吸引力が大きくなるので、イ
ンジェクタの弁体の全開状態を保持するためには、過励磁電流よりも小さい必要最小限の
保持電流を電磁コイルに供給すればよい。
【００１０】
しかしながら、上記公報などに記載された従来装置においては、使用範囲内の最大燃圧に
適合させて過励磁電流および保持電流を設定しているので、燃圧が可変範囲内の低い側に
制御された場合においても、最大燃圧時の過励磁電流（および保持電流）が設定されるこ
とになる。
【００１１】
したがって、たとえば最小の燃料噴射量を安定に制御する場合には、燃圧を低い側に設定
し、且つ電磁コイルの励磁時間をインジェクタの弁体オン時間にできるだけ接近させる必
要があるが、過励磁期間が最大値（一定）に設定されているので、励磁時間が過励磁期間
よりも短くなるおそれがある。
【００１２】
この場合、保持電流の供給期間が実質的になくなってしまい、過励磁電流による電磁吸引
状態からオフ状態に移行することになる。
したがって、実質的なインジェクタの弁体の開弁時間が長くなり、安定に噴射可能な最小
燃料量の絶対値が大きくなるので、燃料制御量のダイナミックレンジが小さくなってしま
う。
【００１３】
なぜなら、前述の通り、燃料制御量のダイナミックレンジを大きくするためにはインジェ
クタの弁体オフ時間を短縮する必要があるのに対して、弁体の吸引に必要最小限電流（保
持電流）の供給状態からオフした場合と比べて、過励磁電流（＞保持電流）の供給状態か
らオフした場合には、弁体オフ動作の初動が遅れるからである。
【００１４】
図４は従来の燃料噴射制御装置によるインジェクタの制御動作を示す波形図であり、イン
ジェクタの弁体開弁駆動時間に対応した噴射パルスＪと、電磁コイルに供給される励磁電
流ｉと、インジェクタの弁体開度θとの関係を示している。
【００１５】
また、図４内の各波形において、実線はエンジン負荷が大きい（燃料噴射量が大きく燃圧
が高い）場合、破線はエンジン負荷が小さい（燃料噴射量が少なく燃圧が低い）場合の時
間変化をそれぞれ示している。
【００１６】
図４において、噴射パルスＪは、運転状態に応じて図示しないＥＣＵ（電子式制御ユニッ
ト）から生成され、たとえばエンジン負荷が大きい場合には比較的長いパルス幅ｔ１（実
線参照）に設定され、エンジン負荷が小さい場合には比較的短いパルス幅ｔ２（破線参照
）に設定される。
【００１７】
励磁電流ｉは、電磁コイルの励磁開始初期の過励磁期間ＴＥにおいては過励磁電流ｉｅに
設定され、過励磁期間ＴＥの終了後の噴射パルスＪの期間においては保持電流ｉｈに設定
される。
なお、過励磁期間ＴＥ内の過励磁電流ｉｅは、ここでは便宜的に平坦波形で示されている
が、急峻に立ち上げるために昇圧用コンデンサの放電現象に起因した電流であることから
、実際のピーク電流レベルは平坦ではなく変動する。
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【００１８】
この場合、過励磁期間ＴＥは、制御燃圧が比較的高い高負荷時（実線参照）において適正
となるように、一定値に設定されている。
したがって、低負荷時（破線参照）においては、図示したように噴射パルス幅ｔ２よりも
過励磁期間ＴＥが長くなり、励磁電流ｉが保持電流ｉｈに低減される期間が存在しない場
合がある。
【００１９】
インジェクタの弁体開度θは、開弁駆動時の初期において、過励磁電流ｉｅにより速やか
に全開（オン状態）となり、その後、高負荷時（実線参照）においては、保持電流ｉｈに
より全開状態が保持され、励磁電流ｉのオフにより全閉（オフ状態）に復帰する。
【００２０】
このとき、実線のように、保持電流ｉｈからのオフ動作であれば、弁体開度θは、比較的
短い動作遅れ時間τ１で全閉状態に復帰する。
しかし、破線のように、過励磁電流ｉｅからのオフ動作であれば、弁体開度θは、τ１よ
りも長い動作遅れ時間τ２の経過後に全閉状態に復帰する。
【００２１】
なお、低負荷時においては、制御される燃圧が高負荷時よりも低いので、一定の過励磁電
流ｉｅの供給により駆動される弁体開度θは、破線のように、高負荷時（実線参照）より
も速く全開状態となる。
【００２２】
【発明が解決しようとする課題】
従来の燃料噴射制御装置は以上のように、インジェクタの弁体の開弁駆動時間および噴射
燃料の燃圧の違いによらず、電磁コイルに対して一定の過励磁期間で過励磁電流を供給し
てインジェクタの弁体を開弁しているので、所要燃料量が少ない運転状態であって燃圧が
小さい場合には、過剰な過励磁期間が設定されてしまい、無駄な電力が消費されるという
問題点があった。
【００２３】
また、過剰な過励磁期間が設定された場合には、実質的に保持電流の供給期間がなくなる
ことから、インジェクタの弁体の閉弁（オフ）動作に遅れが生じて、最小燃料噴射量を安
定に制御することができなくなり、燃料制御量のダイナミックレンジを拡大することがで
きないという問題点があった。
【００２４】
この発明は上記のような問題点を解決するためになされたもので、インジェクタからの噴
射燃料の燃圧（運転状態に応じて制御される）に応じて、弁体の開弁動作初期の過励磁期
間を必要最小限に可変設定することにより、無駄な電力消費を防止するとともに、燃料制
御量のダイナミックレンジを拡大した燃料噴射制御装置を得ることを目的とする。
【００２５】
【課題を解決するための手段】
この発明の請求項１に係る燃料噴射制御装置は、内燃機関に所要量の燃料を噴射するため
に電磁コイルおよびバネにより開閉駆動される弁体を有するインジェクタと、インジェク
タから噴射される燃料の燃圧を調整する燃圧レギュレータ手段と、インジェクタの弁体を
開弁駆動するためのインジェクタ駆動手段と、内燃機関の運転状態を検出する各種センサ
と、運転状態に応じて燃圧レギュレータ手段およびインジェクタ駆動手段を制御して、運
転状態に応じた燃料量をインジェクタから噴射させるための噴射制御手段とを備え、各種
センサは、少なくとも燃圧を検出する燃圧センサを含み、噴射制御手段は、運転状態およ
び燃圧に応じて電磁コイルの励磁電流および励磁時間を制御して、弁体の開弁駆動時間を
制御するためのインジェクタ制御部を含み、インジェクタ制御部は、運転状態に応じた燃
料噴射量に対応して電磁コイルの励磁時間を設定する噴射タイマと、励磁時間の初期に電
磁コイルに過励磁電流を供給するための過励磁タイマと、燃圧に応じて過励磁タイマのカ
ウント初期値を可変設定して、過励磁電流が供給される過励磁期間を調整する過励磁期間
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制御部とを含み、過励磁期間制御部は、燃圧が高いほど過励磁期間が長くなるように、励
磁時間よりも短い必要最小限の範囲内で過励磁期間を設定するものである。
【００２６】
また、この発明の請求項２に係る燃料噴射制御装置は、請求項１において、過励磁期間制
御部は、電磁コイルが励磁されてからインジェクタの弁体が全開位置まで移動するまでに
要する時間に応じて過励磁期間を設定するものである。
【００２７】
また、この発明の請求項３に係る燃料噴射制御装置は、請求項１または請求項２において
、インジェクタ制御部は、過励磁期間の終了後の励磁時間にわたって、過励磁電流よりも
小さい保持電流を電磁コイルに供給するものである。
【００２８】
また、この発明の請求項４に係る燃料噴射制御装置は、請求項１から請求項３までのいず
れかにおいて、噴射制御手段は、燃圧レギュレータ手段の制御目標となる燃圧を演算する
燃圧制御部を含み、燃圧制御部は、燃圧センサとして機能し、制御目標となる燃圧を過励
磁期間制御部に入力するものである。
【００２９】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
以下、この発明の実施の形態１を図について説明する。
図１はこの発明の実施の形態１を示す機能ブロック図である。
【００３０】
図２は電磁コイル（後述する）に供給される励磁電流ｉを示す波形図であり、励磁時間Ｔ
ｊ（インジェクタの弁体の開弁駆動時間）、過励磁期間Ｔｅに相当する噴射パルスＪ、過
励磁パルスＥ、各タイマ値Ｃｊ、Ｃｅ（カウント値）と関連させて示している。
【００３１】
図２において、励磁時間Ｔｊの初期の過励磁期間Ｔｅにおいては、電磁コイルに過励磁電
流ｉｅが供給され、過励磁期間Ｔｅの終了後の励磁時間Ｔｊにおいては、電磁コイルに保
持電流ｉｈが供給される。
【００３２】
図１において、１はＥＣＵからなる噴射制御手段であり、燃料噴射制御装置の本体を構成
している。
２は電磁コイルおよびバネにより開閉駆動される弁体を有するインジェクタであり、噴射
制御手段１の制御下で内燃機関に所要量の燃料を噴射する。
ここでは、インジェクタ２の弁体、弁体を開弁駆動するための電磁コイル、および、弁体
を閉弁復帰させるためのバネは、いずれも図示されていない。
【００３３】
３は内燃機関の運転状態を検出して噴射制御手段１に入力する各種センサであり、内燃機
関の吸気量Ｑａを検出する吸気量センサと、エンジン回転数Ｎｅを検出する回転数センサ
と、インジェクタ２での噴射燃料の燃圧Ｐｆを検出する燃圧センサとを含む。
【００３４】
４はインジェクタ２から噴射される燃料の燃圧Ｐｆを調整する燃圧レギュレータ手段、５
は電磁コイルを励磁してインジェクタ２の弁体を開弁駆動するためのインジェクタ駆動手
段である。
【００３５】
燃圧レギュレータ手段４およびインジェクタ駆動手段５は、それぞれ、噴射制御手段１と
インジェクタ２との間に介在され、噴射制御手段１の制御下で、燃圧Ｐｆおよび噴射信号
Ｊをインジェクタ２に供給する。
【００３６】
各種センサ３は、少なくとも燃圧Ｐｆを検出する燃圧センサを含み、また、内燃機関の吸
気量Ｑａを検出する吸気量センサと、エンジン回転数Ｎｅを検出する回転数センサとを含
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む。燃圧Ｐｆ、吸気量Ｑａおよびエンジン回転数Ｎｅは、運転状態として噴射制御手段１
に入力される。
【００３７】
噴射制御手段１は、運転状態に応じて燃圧レギュレータ手段４およびインジェクタ駆動手
段５を制御して、運転状態に応じた燃料量をインジェクタ２から噴射させるために、以下
の機能要素１１～１５を具備している。
【００３８】
１１は燃圧レギュレータ手段４を制御する燃圧制御部であり、運転状態に応じた所要の燃
圧Ｐｆを燃圧レギュレータ手段４からインジェクタ２に供給させる。１２は励磁電流制御
部であり、インジェクタ駆動手段５を介して電磁コイルに供給される励磁電流ｉを、過励
磁電流ｉｅまたは保持電流ｉｈに制御する。
【００３９】
１３はインジェクタ２の弁体の開弁駆動時間（励磁時間Ｔｊ）に対応した噴射パルスＪを
生成する噴射タイマ、１４は弁体の開弁駆動時間の初期の過励磁期間Ｔｅに対応した過励
磁パルスＥを生成する過励磁タイマ、１５は燃圧Ｐｆに応じて過励磁タイマ１４のカウン
ト初期値Ｃｏ（図２参照）を可変設定して過励磁期間Ｔｅを調整する過励磁期間制御部で
ある。
【００４０】
励磁電流制御部１２、噴射タイマ１３、過励磁タイマ１４および過励磁期間制御部１５は
、インジェクタ制御部を構成しており、燃圧Ｐｆを含む運転状態に応じて電磁コイルの励
磁電流ｉおよび励磁時間Ｔｊを制御して、インジェクタ２の弁体の開弁駆動時間を制御す
る。
【００４１】
噴射タイマ１３は、励磁電流制御部１２と関連して動作し、運転状態に応じた燃料噴射量
に対応して電磁コイルの励磁時間Ｔｊを設定する。
過励磁タイマ１４は、励磁電流制御部１２と関連して動作し、電磁コイルの励磁時間Ｔｊ
（弁体の開弁駆動時間）の初期において電磁コイルに過励磁電流ｉｅを供給する。
【００４２】
過励磁期間制御部１５は、燃圧Ｐｆが高いほど過励磁期間Ｔｅが長くなるように、励磁時
間Ｔｊよりも短い必要最小限の範囲内で過励磁期間Ｔｅを設定する。
過励磁期間Ｔｅは、電磁コイルが励磁されてからインジェクタ２が全開位置まで移動する
までに要する時間に応じて設定される。
【００４３】
噴射タイマ１３は、過励磁期間Ｔｅの終了後の励磁時間Ｔｊ（噴射パルスＪの継続期間）
にわたって、過励磁電流ｉｅよりも小さい保持電流ｉｈを電磁コイルに供給する。
【００４４】
励磁電流制御部１２は、運転状態に応じて噴射タイマ１３のカウント初期値を設定し、噴
射パルスＪの長さ（励磁時間Ｔｊ）を設定する。
また、過励磁期間制御部１５は、燃圧Ｐｆに応じて過励磁タイマ１４のカウント初期値Ｃ
ｏを設定し、過励磁パルスＥの長さ（過励磁期間Ｔｅ）を可変設定する。
【００４５】
以下、図２とともに図３の波形図を参照しながら、図１に示したこの発明の実施の形態１
の具体的な動作について説明する。
ここでは、特に弁体開度θの動作遅れが問題となる低負荷時のみを説明対象とし、図３に
おいては、噴射パルスＪが短いパルス幅ｔ２の場合を示している。
【００４６】
図３のように、パルス幅ｔ２の噴射パルスＪによって短い励磁時間Ｔｊが設定される場合
には、噴射燃料の燃圧Ｐｆが高負荷時よりも小さいので、過励磁期間制御部１５は、前述
（図４参照）の過励磁期間ＴＥよりも短い過励磁期間Ｔｅを設定する。
【００４７】
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このとき、過励磁期間Ｔｅは、パルス幅ｔ２（励磁時間Ｔｊ）よりも短く設定されるので
、過励磁期間Ｔｅの経過後の噴射パルスＪのオン期間にわたって、電磁コイルに保持電流
ｉｈが供給される。
【００４８】
この結果、インジェクタ２の弁体は、保持電流ｉｈからオフ動作することになり、インジ
ェクタ２の弁体開度θは、前述（図４参照）のτ２よりも短い動作遅れ時間τ３で全閉（
オフ）状態に復帰する。
【００４９】
したがって、図３内の弁体開度θの波形において、燃料噴射量に相当する斜線面積は、前
述（図４参照）の斜線面積よりも小さくなり、最小燃料噴射量が小さく制御され得ること
が分かる。
【００５０】
また、運転状態（燃圧Ｐｆ）に応じて必要最小限の過励磁期間Ｔｅを設定することができ
るので、無駄な電力消費を防止することもできる。
【００５１】
このように、噴射制御手段１内に過励磁期間制御部１５を設けることにより、燃圧Ｐｆに
応じて過励磁期間を可変制御して、電磁コイルに対して必ず保持電流ｉｈが供給された後
に噴射パルスＪをオフし、保持電流ｉｈの供給状態からインジェクタ２の弁体がオフ動作
することができる。
【００５２】
たとえば、燃圧レギュレータ手段４により制御される燃圧が比較的高い場合には、過励磁
期間を長く設定し、燃圧が比較的低い場合には、過励磁期間を短く設定する。すなわち、
燃圧の上昇にともなって、インジェクタ２の弁体のオン動作時間が長くなり、噴射パルス
Ｊは長く設定されるので、過励磁期間も長く設定されることになる。
【００５３】
これにより、燃圧Ｐｆを可変制御する必要のある内燃機関において、インジェクタ２の弁
体オフ動作遅れ時間を低減して最小燃料噴射量の制御が可能となるので、燃料制御量のダ
イナミックレンジを損なうことなく、インジェクタ２を高精度に制御することができる。
【００５４】
したがって、特に燃料制御量のダイナミックレンジが大きいターボ車両や超リーンバーン
制御される車両などにおいて、安定した精度で燃料噴射量を制御することができる。
【００５５】
以上、この発明を好適な実施例により開示したが、当業者であれば容易に理解できるよう
に、この発明の技術思想の範囲内において、適当な変更ならびに修正が当然なされ得るも
のであるから、その特許権保護の範囲は、特許請求の範囲および、それと均等な領域を基
準として定めなければならない。
【００５６】
実施の形態２．
なお、上記実施の形態１では、各種センサ３内の個別センサとして燃圧センサを設けたが
、燃圧制御部１１により他の運転状態から演算される制御目標の燃圧Ｐｆを用いれば、燃
圧センサを省略してコストダウンを実現することもできる。
【００５７】
この場合、燃圧制御部１１は、燃圧センサとして機能し、燃圧レギュレータ手段４の制御
目標として演算された燃圧Ｐｆは、検出値と見なされて過励磁期間制御部１５に入力され
ることになる。
【００５８】
【発明の効果】
以上のように、この発明の請求項１によれば、内燃機関に所要量の燃料を噴射するために
電磁コイルおよびバネにより開閉駆動される弁体を有するインジェクタと、インジェクタ
から噴射される燃料の燃圧を調整する燃圧レギュレータ手段と、インジェクタの弁体を開
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弁駆動するためのインジェクタ駆動手段と、内燃機関の運転状態を検出する各種センサと
、運転状態に応じて燃圧レギュレータ手段およびインジェクタ駆動手段を制御して、運転
状態に応じた燃料量をインジェクタから噴射させるための噴射制御手段とを備え、各種セ
ンサは、少なくとも燃圧を検出する燃圧センサを含み、噴射制御手段は、運転状態および
燃圧に応じて電磁コイルの励磁電流および励磁時間を制御して、弁体の開弁駆動時間を制
御するためのインジェクタ制御部を含み、インジェクタ制御部は、運転状態に応じた燃料
噴射量に対応して電磁コイルの励磁時間を設定する噴射タイマと、励磁時間の初期に電磁
コイルに過励磁電流を供給するための過励磁タイマと、燃圧に応じて過励磁タイマのカウ
ント初期値を可変設定して過励磁期間を調整する過励磁期間制御部とを含み、過励磁期間
制御部は、燃圧が高いほど過励磁期間が長くなるように、励磁時間よりも短い必要最小限
の範囲内で過励磁期間を設定し、インジェクタからの噴射燃料の燃圧に応じて、弁体の開
弁動作初期の過励磁期間を必要最小限に可変設定するようにしたので、無駄な電力消費を
防止するとともに、燃料制御量のダイナミックレンジを拡大した燃料噴射制御装置が得ら
れる効果がある。
【００５９】
また、この発明の請求項２によれば、請求項１において、過励磁期間制御部は、電磁コイ
ルが励磁されてからインジェクタの弁体が全開位置まで移動するまでに要する時間に応じ
て過励磁期間を設定するようにしたので、無駄な電力消費を防止するとともに、燃料制御
量のダイナミックレンジを拡大した燃料噴射制御装置が得られる効果がある。
【００６０】
また、この発明の請求項３によれば、請求項１または請求項２において、インジェクタ制
御部は、過励磁期間の終了後の励磁時間にわたって、過励磁電流よりも小さい保持電流を
電磁コイルに供給するようにしたので、無駄な電力消費を防止するとともに、燃料制御量
のダイナミックレンジを拡大した燃料噴射制御装置が得られる効果がある。
【００６１】
また、この発明の請求項４によれば、請求項１から請求項３までのいずれかにおいて、噴
射制御手段は、燃圧レギュレータ手段の制御目標となる燃圧を演算する燃圧制御部を含み
、燃圧制御部は、燃圧センサとして機能し、制御目標となる燃圧を過励磁期間制御部に入
力するようにしたので、燃圧センサを省略することができ、コストダウンを実現するとと
もに、燃料制御量のダイナミックレンジを拡大した燃料噴射制御装置が得られる効果があ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態１を示す機能ブロック図である。
【図２】　この発明の実施の形態１による励磁電流を示す波形図である。
【図３】　この発明の実施の形態１によるインジェクタの制御動作を示す波形図である。
【図４】　従来の燃料噴射制御装置によるインジェクタの制御動作を示す波形図である。
【符号の説明】
１　噴射制御手段、２　インジェクタ、３　各種センサ、４　燃圧レギュレータ手段、５
　インジェクタ駆動手段、１１　燃圧制御部、１２　励磁電流制御部、１３　噴射タイマ
、１４　過励磁タイマ、１５　過励磁期間制御部、Ｃｏ　カウント初期値、Ｅ　過励磁パ
ルス、Ｊ　噴射パルス、ｉ　励磁電流、ｉｅ　過励磁電流、ｉｈ　保持電流、Ｎｅ　エン
ジン回転数、Ｐｆ　燃圧、Ｑａ　吸気量、Ｔｅ　過励磁期間、Ｔｊ　励磁時間（開弁駆動
時間）。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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